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イトヒキコハクハナダイ（ハタ科）の沖縄諸島からの初記録，
および近縁種 Pseudanthias georgeiとの形態比較

和田英敏 1・福地伊芙映 2・立原一憲 3・本村浩之 4

Three specimens (93.1–102.8 mm standard length: SL) of 
Pseudanthias rubrolineatus (Fourmanoir and Rivaton, 1979) 
(Serranidae: Anthiadinae), previously known from Japan, Phil-
ippines, Indonesia and New Caledonia, were collected from 
west of Minna-jima island, Okinawa Islands, middle of Ryukyu 
Islands, southern Japan. In Japanese waters, P. rubrolineatus has 
been recorded only from the Izu Peninsula, the Izu, Ogasawara, 
Osumi and Tokara islands, and the Pacific coast of Shikoku (Ko-
chi Prefecture). Thus, the present specimens represent the first 
records of the species from the Okinawa Islands. In addition, 
meristic and morphometric values of seven Japanese specimens 
of P. rubrolineatus are newly provided and compared with those 
of P. georgei (Allen, 1976), which has sometimes been consid-
ered as a senior synonym of P. rubrolineatus. Pseudanthias ru-
brolineatus closely resembles P. georgei in sharing 16 dorsal-fin 
soft rays, 17–19 (usually 18) pectoral-fin rays, 38–42 pored 
lateral-line scales, 15–17 horizontal scale rows from the lateral 
line to the anal-fin origin, 23–28 gill rakers on the lower limb, a 
moderately deep body (its depth 33.0–39.0% of SL), several ser-
rae on the exposed margins of the subopercle and interopercle, 
and the caudal fin with several prolonged filaments (in over ca. 
20 mm SL specimens). However, P. rubrolineatus differs from 
P. georgei in having a longer snout, its length 7.1–8.1% of SL 
(5.5–6.9% in P. georgei), a wider interorbital space, its width 
8.8–9.9% of SL (7.5–8.4%), and a single dark blotch at center of 
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 Abstract

イトヒキコハクハナダイ Pseudanthias rubrolineatus (Fou-

rmanoir and Rivaton, 1979) は，全世界に 66 有効種が知

られるハタ科ハナダイ亜科ナガハナダイ属（Serranidae: 

Anthiadinae: Pseudanthias Bleeker, 1871）を構成する有効

種の一つであり，これまでに日本，フィリピン，インド

ネシアおよびニューカレドニアにおいて記録されている

（Fourmanoir and Rivaton, 1979; Randall and Pyle, 2001; Kuiter, 

2004; Motomura et al., 2010; Fricke et al., 2011, 2021; Pinheiro 

et al., 2019; Gill et al., 2021）．日本国内においては Kuiter 

(2004)によって伊豆大島と高知県から水中写真に基づき初

めて報告された後，Motomura et al. (2010)によって大隅諸

島竹島産の標本に基づき初めて標準和名が提唱され，これ

までに伊豆半島，高知県，伊豆諸島，小笠原諸島，大隅諸

島，およびトカラ列島から記録されている（Kuiter, 2004; 

Motomura et al., 2010；本村ほか，2013；瀬能，2013；吉野，

2018）．

Pseudanthias rubrolineatusの形態学的情報について記載

した報告はニューカレドニア産の 1標本に基づく原記載で

ある Fourmanoir and Rivaton (1979)と，大隅諸島竹島産の 2

標本を詳細に記載したMotomura et al. (2010)の 2例に限ら

れ，世界的に得られている標本が少ないことから本種の種

内変異などの形態学情報は十分に蓄積されていない現状に

ある．また，P. rubrolineatusは西オーストラリア産の 3標

本に基づき記載された Pseudanthias georgei (Allen, 1976)の

新参異名である可能性が指摘されているものの，両種の形

態的特徴を詳細に比較した上で有効性を検討した報告は無

い（Kuiter, 2004; Kuiter and Debelius, 2006; Motomura et al., 

2010；本村ほか，2013）．

2020年 9月に第 2・3著者により沖縄諸島水納島西沖か

らイトヒキコハクハナダイに同定される 3個体が釣獲され

た．本種はこれまでに沖縄諸島から記録されていないため，

本研究ではこれらの標本を同諸島からの初記録として報告

each scale on the dorsum in preserved specimens (without dis-
tinct blotches).
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Fig. 1. Fresh specimens of Pseudanthias rubrolineatus collected from the Okinawa Islands, Okinawa Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 
144963, male, 100.8 mm SL; B: KAUM–I. 146000, female, 93.1 mm SL; C: KAUM–I. 146001, female, 102.8 mm SL.
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する．また，本研究では本種の形態分類学的知見を蓄積す

るために，沖縄諸島産の 3標本のイトヒキコハクナダイに

加え，琉球列島産の 1標本と小笠原諸島産の 3標本につい

て 38項目の計数・計測と色彩の観察を行い，Fourmanoir 

and Rivaton (1979)とMotomura et al. (2010)の示した標本の

観察結果を参照しつつ，それぞれの項目を P. georgeiのも

のと比較した．

材料と方法
標本の計測方法は Randall and Pyle (2001)，Allen and 

Erdmann (2008)，およびMotomura et al. (2010)にしたがった．

計測は実態顕微鏡下においてデジタルノギスを用いて 0.01 

mmの精度で測定したが，本文中は小数第 1位までを表記

した．標準体長（standard length）は体長または SLと表記

した．研究機関略号は Sabaj (2020)にしたがった．本報告

に用いた標本と写真は神奈川県立生命の星・地球博物館と

鹿児島大学総合研究博物館にそれぞれ保管されている．な

お，神奈川県立生命の星・地球博物館の標本および写真資

料番号は，電子台帳上では桁を埋めるための 0を付加した

7桁の数字が用いられているが，本稿では有効数字で表記

した．

Pseudanthias rubrolineatus (Fourmanoir and Rivaton, 

1979)

イトヒキコハクハナダイ
(Figs. 1–6; Table 1)

標本　3個体（体長 93.1–102.8 mm）：KAUM–I. 144963，

雄， 体 長 100.8 mm，KAUM–I. 146000， 雌， 体 長 93.1 

mm，KAUM–I. 146001，雌，体長 102.8 mm，沖縄県国頭

郡本部町　沖縄諸島水納島の西方約 5 km（26°38′19″N, 

127°45′53″E），水深 130 m，一本釣り，2020年 7月 20日，

立原一憲・福地伊芙映により釣獲．

分布　本種はこれまでに日本，フィリピン，イン

Fig. 2. Fresh specimens of Pseudanthias rubrolineatus from Japan. A: KPM-NI 11581, juvenile, 17.7 mm SL, Chichi-jima island, 
Ogasawara Islands; B: KPM-NI 11561, juvenile, 20.0 mm SL, Yome-jima island, Ogasawara Islands; C: KPM-NI 11582, juvenile, 
28.5 mm SL, Chichi-jima island, Ogasawara Islands; D: KPM-NI 59236, male, 96.2 mm SL, Ryukyu Islands (precise locality un-
known). Photos by H. Senou (KPM).

Fig. 3. Preserved specimen of Pseudanthias rubrolineatus. A: 
KAUM–I. 144963, male, 100.8 mm SL; B: close-up of dor-
sum of A, showing dark blotch at center of each scale.
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ドネシア，ニューカレドニアからのみ記録されている

（Fourmanoir and Rivaton, 1979; Kuiter, 2004; Motomura et 

al., 2010; Fricke et al., 2011； 吉 野 ほ か，2018; Pinheiro et 

al., 2019; Fig. 4）．なお，これらの分布記録のうち証拠写

真もしくは標本が明示されたものは日本（Kuiter, 2004; 

Motomura et al., 2010；吉野ほか，2018），フィリピン（Pinheiro 

et al., 2019），ニューカレドニア（Fourmanoir and Rivaton, 

1979; Fricke et al., 2011）のものに限られ，インドネシアの

記録については詳細な位置および証拠資料が示されていな

い（Kuiter, 2004）．国内においては伊豆半島の東・西岸，

高知県足摺半島西岸および柏島，伊豆大島，小笠原諸島父

島および嫁島，大隅諸島竹島，およびトカラ列島横当島か

ら記録されていたが（Kuiter, 2004; Motomura et al., 2010；

本村ほか，2013；瀬能，2013），本研究により沖縄諸島水

納島西方沖からも新たに標本に基づき本種が確認された

（Figs. 1, 3）．また，2020年 6月から 2021年 7月にかけて

同じく水納島西方沖の水深 130–174 mにおいて記載標本と

は別の 4個体が釣獲されており（金子篤史氏，私信 ; Fig. 

5A, B），水納島近隣の名護湾北部では水深 27 mにおいて

水中写真が得られているため（Fig. 5C），本部半島周辺

海域にはまとまった個体数が生息しているものと考えられ

る．なお，2017年 2月には本種がこれまで記録されてい

ない小笠原諸島兄島の水深 50 mからも水中写真が得られ

ている（Fig. 5D）．

備考　本報告で新たに沖縄諸島から得られた 3標本お

よび参照資料として用いた琉球列島・小笠原諸島産の 4標

本の計数・計測値を Table 1に示した．沖縄諸島産の 3標

本および参照資料として用いた 4標本は背鰭が 10棘 16軟

条で，棘条部の鰭膜に鱗をもたない，尾鰭が浅い湾入形で，

体長 20 mm以上の標本では後縁に糸状の伸長鰭条をもつ，

側線有孔鱗数が 38–42，露出した下鰓蓋骨と下鰓蓋骨の後

縁に複数の鋸歯をもつ，および生鮮時に体側面に黄色か

ら赤橙色の 1縦帯をもち，後端が側線より上方に位置す

ることなどの形態的特徴が Fourmanoir and Rivaton (1979)，

Kuiter (2004)，およびMotomura et al. (2010)の示したイト

ヒキコハクハナダイ P. rubrolineatusの特徴によく一致した

（Figs. 1–3; Table 1）．

Kuiter (2004)，Motomura et al. (2010)，および瀬能（2013）

の示した本種の標徴の 1つに尾鰭後縁に数本の糸状の伸

長鰭条をもつことが挙げられるが，この特徴は体長 17.7 

mmの標本においては十分に発達しておらず（Fig. 2A），

体長 20.0 mm以上の個体においてはこれが認められるこ

とから（Figs. 1, 2B–D, 3），少なくとも体長 20.0 mm以上

の個体において有効な標徴であると考えられる．イトヒ

キコハクハナダイはスジハナダイ Pseudanthias fasciatus 

(Kamohara, 1955)と生鮮時において体側面に赤色の 1縦帯

をもつことでよく似るものの，イトヒキコハクハナダイは
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体側の縦帯が鰓蓋後端付近から尾鰭基底上端部に向かい曲

線的に走る（スジハナダイでは鰓蓋後端付近から尾鰭基底

中央部に向かい直線的に走る），尾鰭が浅い湾入形で後縁

に数本の糸状の伸長鰭条をもつ（深い湾入形で上・下縁の

軟鰭条のみが鎌状に伸長する）などの形態的特徴をもつこ

とでスジハナダイから識別される（Motomura et al., 2010；

瀬能，2013；本研究）．

イトヒキコハクハナダイの日本における報告は，「分

布」の項で示したとおり，伊豆半島，高知県，伊豆諸島，

小笠原諸島，大隅諸島，およびトカラ列島からのものに限

られ，トカラ列島以南の琉球列島における本種の記録はな

かったため，水納島沖から得られた 3標本は本種の沖縄諸

島における初記録となる．本種は西太平洋の広域に分布す

るが，生息域が局在的であるとされている（Kuiter, 2004）．

本種は報告例が少ない上に，水深 8–400 mと多様な水深帯

から記録されており（Fourmanoir and Rivaton, 1979; Kuiter, 

2004; Motomura et al., 2010；瀬能，2013；本研究），主な生

息水深帯が明らかになっていないために局在的な生息域を

もつものと見なされている可能性がある．なお，本種の

標本・水中写真は水深 25–200 mから多く得られているが

（Kuiter, 2004; Motomura et al., 2010；瀬能，2013；吉野ほか，

2018；本研究），水深 25 m以浅および水深 200 m以深に

おいての記録はごく少数である（Fourmanoir and Rivaton, 

1979; Motomura et al., 2010）．したがって本種が主に生息す

る水深帯は水深 25–200 mの間にあるものと考えられるが，

正確な生息実態を明らかにするためには追加の標本や水中

写真などの資料の収集に基づく検討が必要となる．

尾鰭後縁に数本の伸長鰭条をもつナガハナダイ属には

イトヒキコハクハナダイと Allen (1976)によって西オース

トラリア産の 3標本にもとづき記載された P. georgeiの 2

種が知られている．この 2種は形態的特徴が互いによく

似ることから，同種である可能が指摘されている（Kuiter, 

2004; Kuiter and Debelius, 2006; Motomura et al., 2010；本村

ほか，2013）．一方で P. georgeiと P. rubrolineatusを共に有

効種として扱う報告もあるものの（Randall and Pyle, 2001; 

Anderson, 2018），いずれの報告においても 2種の比較検討

は行われていない．ナガハナダイ属魚類の同定には生鮮時

の色彩が重要であるものの（Ida and Sakaue, 2001; Randall 

and Pyle, 2001; Motomura et al., 2010），P. georgeiは固定後

の標本のみが知られており生鮮時の色彩は明らかになって

おらず，これが 2種の分類学的位置づけが長らく不明とさ

れてきた一因であると思われる．本研究では，イトヒキ

コハクナダイ P. rubrolineatusと P. georgeiが標本に基づき

記載された報告（Allen, 1976; Fourmanoir and Rivaton, 1979; 

Motomura et al., 2010），および本研究で新たに観察を行っ

た日本産イトヒキコハクナダイの 7標本（体長 17.7–102.8 

mm，後述）に基づき両種の識別的特徴を整理した．その

結果，イトヒキコハクハナダイは P. georgeiと背鰭軟条数

が 16，胸鰭軟条数が 17–19（通常 18），側線有孔鱗数が

38–42，側線下方横列鱗数が 15–17，第 1鰓弓下枝の鰓耙

数が 23–28，体高が体長の 33.0–39.0%，露出した下鰓蓋

骨と下鰓蓋骨の後縁に複数の鋸歯をもつ，および尾鰭後

Fig. 4. Distributional records of Pseudanthias rubrolineatus (circles) and P. georgei (diamond). The area surrounded by broken line 
indicates the area of possible occurrence by Kuiter (2004). Open and closed symbols indicate type and other localities, respectively. 
Arrows indicates the location of Minna-jima island in the Okinawa Islands (present new record).
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縁に数本の伸長鰭条をもつ（体長 20 mm未満の個体にお

いては未発達）などの形態的特徴を共有し，これらの特

徴により同属他種から識別されることが明らかとなった

（Figs. 1–3; Table 1; Allen, 1976; Fourmanoir and Rivaton, 1979; 

Ida and Sakaue, 2001; Randall and Pyle, 2001; Kuiter, 2004; 

Randall, 2005, 2007, 2011; Allen and Erdmann, 2008, 2012; 

Motomura et al., 2010; Heemstra and Akhilesh, 2012； 瀬 能，

2013; Williams et al., 2013; Gill et al., 2017, 2021; Krishna et 

al., 2017; Anderson, 2018; Gill and Psomadakis, 2018; Akhilesh 

et al. 2020; Victor et al., 2020）．しかし，P. rubrolineatusは吻

長が体長の 7.1–8.4%（P. georgeiでは 5.5–6.9%），両眼間隔

幅が体長の 8.8–9.9%（P. georgeiでは 7.5–8.4%），および固

定後において体背側面の各鱗の中央部に 1暗色小斑をもつ

（P. georgeiでは特徴的な斑や縁取りをもたない）などの

特徴により P. georgeiから識別されることが明らかとなっ

た（Figs. 1–3, 6; Table 1; Allen, 1976; Fourmanoir and Rivaton, 

Fig. 5. Live individuals of Pseudanthias rubrolineatus from Japan. A–C and D occurred from Okinawa and Ogasawara islands, re-
spectively. A: KPM-NR 214001, male, 150 m depth, kept in aquarium, photo by A. Kaneko; B: KPM-NR 214002, female, 174 m 
depth, kept in aquarium, photo by A. Kaneko; C: KPM-NR 214003, 27 m depth, juvenile, wild individual, photo by N. Shirakawa; 
Uchino; D: KPM-NR 176160, 50 m depth, juvenile, wild individual, photo by K. Uchino.

Fig. 6. Relationships of snout length and interorbital width (both as % SL) with SL (mm) in Pseudanthias rubrolineatus (circles) and P. 
georgei (diamonds). All diamonds and arrowed circles are referenced from Allen (1976) and Motomura et al. (2010), respectively. 
Open and closed symbols indicate holotype and other specimens, respectively.
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1979; Motomura et al., 2010）．ただし，本検討における標本

数はイトヒキコハクハナダイでは 10標本，P. georgeiでは

3標本であるため両者の種内変異を十分に網羅できていな

いものと思われる．両種の識別的特徴をより正確に把握す

るためには，更なる追加標本に基づき生鮮時の色彩などを

伴った情報による詳細な比較検討が必要である．

参照資料　イトヒキコハクハナダイ Pseudanthias rubro-

lineatus，6 標本（体長 17.7–96.2 mm）：標本 ―KAUM–

I. 29771，雄，体長 92.2 mm，KAUM–I. 29772，雌，体長

74.1 mm，大隅諸島竹島産，詳細はMotomura et al. (2010)

に記載；KPM-NI 11561，体長 20.0 mm，KPM-NI 11581，

体長 17.7 mm，KPM-NI 11582，体長 28.5 mm，いずれも性

別不明（未成魚），小笠原諸島産，森下　修採集，詳細は

Motomura et al. (2010)に記載；KPM-NI 59236，雄，体長

96.2 mm，琉球列島（詳細な位置は不明），泊いゆまち（那

覇市）にて桜井　雄購入．写真―KPM-NR 176160，性別

不明（未成魚），東京都小笠原村　小笠原諸島父島列島兄

島（27°06′36″N, 142°13′25–31″E），水深 50 m，2017年 2月

24日，内野啓道撮影；KPM-NR 214001，雄，沖縄美ら海

水族館における飼育個体，沖縄県国頭郡本部町　沖縄諸島

水納島の西方（26°39′15″N, 127°46′08″E），水深 150 m，一

本釣り，2020年 6月 23日，金子篤史により釣獲・撮影；

KPM-NR 214002，雌，沖縄美ら海水族館における飼育個体，

沖縄県国頭郡本部町　沖縄諸島水納島の西方（26°40′02″N, 

127°45′39″E），水深 174 m，一本釣り，2021年 7月 22日，

金子篤史により釣獲・撮影；KPM-NR 214003，性別不明（未

成魚），沖縄県名護市安和　名護湾北部，水深 27 m，2021

年 4月 19日，白川直樹撮影．
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